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滋
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パ
ス
購
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m
y
p
高
対
保
育
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裁
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繁
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貧
志
村
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会
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刊
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へ
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。き 長没 8 会捧

護 主高警
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竺 i 苦
'7 ど

1 万日

統計でみる

裁藤子
や _1<，36> ::> 
今ず-5<VJ (ゐ

昭和50年閤勢調変②

裁
は
ほ
ぼ
滋
ぱ
い
で
あ
る
'
も
の
の
第
一

次
綴
裁
が
終
少
し
、
淡
に
務
一
応
次
産
業

が
惜
遣
し
て
い
ま
?q
ま主た‘

と
は
蜘
務
捕
一
次
品
産
也
仲
滋
締
刊
は
川
.
2
酢
%
沖
、
第
二
次

感
索
引
・
9
%
、
第
三
次
綴
縁
関
・
9

%
を
請
し
て
お
り
、
高
一
夜
は
や
や
務
一

次
で
告
を
く
、
第
一
一
一
説
明
、
多
〈
な
っ
て

い
ま
す
験

当
市
町
輪
開
…
次
総
裁
は
、
や
は
り
綴

裁
が
火
半
を
占
的
2
3
2
2
人
、
林
業
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w
v
場
臨
問
北
部
手
紫
綴
肱
川
水
路
あ
け
ぼ

的
機
よ
り
水
道
様
、
浅
間
附
間
支
佐
世
て

車
部
排
水
鈴
と
め
合
成
点
ま
で
め
附

臨
時
〈
新
本
新
議
者
合
h
町
、

V
会
焚
火
人
3
0
0
降
、
小
人
〈
中

学
生
以
下
)
1
0
0
m
門

w
v
移
総
資
絡
努
女
、
年
齢
、
港
住
地

を
問
い
ま
せ
ん
。

w
v
申
込
浅
間
備
火
金
本
務
(
間
開
鉄
総

回
線
鈴
木
駅
下
車
問
分
〉
に
て
、
窓

口μ
午
前
4
時
給
分
か
ら
午
納
期
9
締
ま

で
畳
付
け
て
お
り
悲
す
。

w
v
帥
帆
技
力
後
指
定
場
絞
め
脇
陣
釣
り
、

字
数
め
制
限
む
し
。
但
し
岐
川
鴻
的
制
約
ソ
、

ギ
ヤ
ン
ク
釣
り
‘
燃
側
は
畿
日
開
苛
釣

阪
は
肉
刺
山
間
各
g
持
4

考

曹
審
奈
方
法
大
人
的
裁
と
少
部
約
抑
制

に
わ
け
て
務
純
晶
、
鈴
採
草
緩
を
M
M
っ

て
機
役
者
決
一
定
し
、
大
期
一
殺
と
重
一
塁

食
と
の
激
減
は
普
ま
h
r
G
ま
せ
ん
“

や
W
H
m
間
は
我
孫
子
市
山
刊
の
生
前
向
い
隠
滅
鐙
の
あ
っ
た
叫
明
会
誌
申
込
受
付

こ
い
の
務
止
し
て
、
古
手
急
ぐ
わ
捕
と
し
。
造
問
問
護
主
っ
た
場

人
壌
に
続
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
れ
京
会
は
摘
哨
助
金
以
っ
て
決
定
し
ま
す
。

ニ
的
雄
大
な

g熱
球
機
的
中
で
、
ほ
約
牧
に
箸
し
く
鮮
絞
め
漆
ち
た
物
が

滋
釣
道
協
町
議
的
交
駄
を
か
ね
て
、
市
自
民
あ
る
と
き
は
司
審
来
品
制
緩
か
ら
除
外

的
皆
様
仁
、
つ
り
を
地
惜
し
ん
で
い
た
だ
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

〈
だ
め
、
殺
孫
子
市
建
然
叩
知
子
制
陥
光
協
w
v紳

H
M
削
大
人
内
務
と
h
y
年
の
滋
共
に

会
、
我
邦
子
中
市
内
制
魚
迎
合
会
議
雌
慨
に
よ
1
等
よ
り
初
等
ま
で
‘
外
い
い
大
別
一
食

る
、
綿
7
間
出
総
孫
子
市
ふ
な
釣
り
大
余
1
名
並
び
に
穴
賞
、
大
慾
外
遊
気

書

な

い

ま

す

、

そ

の

襲

茄

室

宣

言

語

貨

が

あ

V
詰
時
4
月
間
口
H
(
天
白
調
滋
ゑ
u
u
、
り
ま
す
。
劇
賞
に
は
、
我
何
時
子
街
経

雲
決
行
}
午
前
5
時
か
ら
午
後
2
設
、
我
孫
号
室
著
書
か
、

時

ま

で

淡

鱗

食

品

が

多

数

あ

り

ま

す

。
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こ
の
燃
は
、
入
場
ゅ
に
織
を
つ
く
り
、

象
的
付
近
や
水
期
的
上
に
殺
が
な
が
ら

虫
を
た
べ
、
害
農
相
削
除
聞
に
出
征
江
つ
こ
と
一

か
ら
、
経
お
と
し
て
だ
い
じ
に
さ
れ
て
一
桜
前
線
が
念
設
な
絡
い
で
北
上
し

い

ま

し

た

岳

一

あ

ち

こ

ち

か

ら

花

だ

よ

ワ

が

日

間

え

」

り

と
こ
ろ
が
戦
後
約
験
談
万
議
時
代
に
一
札
て
最
ま
す
e

は
、
無
草
間
判
明
に
ふ
り
ま
か
れ
た
縫
議
ま
…
去
る
け
3
月
目
白
手
気
制
御
滋
亭
滋

ぶ
し
の
虫
を
た
べ
て
、
幾
茶
溺
を
人
間
一
渋
い
に
桜
内
務
ホ
2
5
0
0
本
が
山
閉
山
部

た
ち
が
級
官
は
ヒ
め
る
約
に
、
叫
制
緩
わ
一
さ
れ
ま
し
た
。

ぬ
こ
の
為
法
は
‘
は
か
な
い
雪
暴
く
一
こ
の
桜
町
尚
本
は
、
伐
採
千
ラ
イ

洛
し
た
ニ
と
山
町
あ
り
ま
し
た
む
一
オ
ン
丈
ク
ラ
ブ
品
川
一
録
制
限
が
市
に
際
贈

今
年
は
3
u
月
間
昌
に
は
、
我
孫
子
抑
制
…
一
さ
れ
た
も
の
で
、
余
践
的
奉
仕
に
よ

付
加
叫
に
渡
来
し
て
い
ま
し
た
e
り
綴
え
ら
れ
ま
し
た

n

(
野
鳥
を
守
る
余
〉
数
年
後
に
は
、
ね
た
ち
の
口
出
を
犠

ふ
2
4
伊

車

券

闘

い

的

効

学

ば

制

効

の

つ

小

川

将

ち
い
北
川
崎

ほ

花

倒

剥

4E

ぬ市

首
品
開
け
を
入
る
と
、
五
開
問
ま
f
u
椛
〈
お

花
堀
a
ニ
ん
な
き
れ
い
な
栄
伎
が
湖
沈

小
学
校
で
す
。

統
校
舎
が
で
さ
れ
ん
時
、
P
T
A
的
方

つ
く
ろ
う
と
話
し
合
い
‘

時
略
的
5
月
か
ら
お
花
畑

を
つ
く
り
始
め
ま
し
T
3

#
1
5
0
0
d
k
乃
れ
滋
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1
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5
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に
、
日
掛
ベ
1
0
6
0
0
人
以

上
向
人
た
ち
が
、
日
開
楠
u
u

我
三議

ンZ
ツ野
イ?属
品⑩

か
小
学
校
は
旧
見
術
品
的
問
間
後
・
飽
カ
を

肘
…
伸
ば
し
て
い
く
政
務
的
機
会
と
し
て

ご

妻

子

。

空

室

長

を

こ

叶
一
お
怒
川
で
ま
は
止
の
こ
と
を
注
意
し
て
九
『
総
脅
趨
融
制
公
関
山
い
つ
い
て
い

山
町
一
お
子
き
ま
の
成
長
を
悶
昂
守
っ
て
〈
だ
仇
総
合
滋
師
公
開
出
向
叫
削
減
的
中
に
ゆ
十

二

三

一

書

道

E-殺
人
内
総
い
と
ぎ

μ
…
m
M
淫
訓
告
し
な
い
…
運
動
的
た
め
の
広
場
、
例
え
ば
巴
旬
、
ぷ

比
品
川
叫
楽
町
一
知
今
、
ら
い
前
に
学
校
へ
叩
ゴ
ル
フ
コ
i
ス
、
そ
の
品
協
を
凶
葬
と

と
3
0
0
0
に
の
は
る
球
摂
が
伺
え
ら
ん
潜
け
る
よ
う
唱
す
を
山
闘
し
て
下
き
い
e
~
も
ど
等
感
下
き
る
よ
う
お
開
制
い
し
ま

わ
れ
た
の
で
す
o

w

あ
ま
り
同
や
く
ま
詮
緩
く
の
は
事
品
叫
ん
す

E

ニ
め
娘
、
ピ
ニ
;
ル
ハ
ウ
ス
も
伶
ら
ザ
の
も
と
な
り
ま
ず
か
ら
気
を
つ
け
ず
も
M
l
i
!
闘
終
i
l
e

れ
パ
ン
ジ
ー
市
術
的
配
な
ど
が
叫
吹
き
一
。
一
例
は
附
刑
制
限
に
必
ず
行
く
明
同
協
を
つ
吋
総
合
謀
議
公
際
的
中
内
総
絞
刑
制
絞

殺

川

県

に

飾

ら

れ

ま

し

た

。

…

け

る

。

山

に

つ

き

ま

し

て

は

、

+

震

の

同

日

夕

、

ん

問
問
平
安
滋
ヒ
て
学
一
絞
山
内
を
花
で
い
っ
向
。
持
ち
物
に
は
名
戯
を
つ
笠
総
れ
物
叩
は
と
的
、
中
間
総
会
的
意
向
客
席
ル
凡
さ

ば
い
に
し
た
ニ
と
は
、
午
院
の
気
持
ち
ん
の
な
い
上
手
に
す
る
ロ
吋
聞
き
な
が
ら
出
来
る
絞
り
剖
判
明
閉
し
ゃ

を
明
る
く
し
た
だ
け
で
な
〈
‘
奈
川
世
一
一
内
総
動
し
や
ま
怒
奪
三
切
る
。
一
す
い
内
府
吹
¥
又
、
一
像
祭
さ
れ
た

時
一
拍
手
る
こ
と
で
、
走
殺
し
み
長
言
学
校

2
Zを
よ
く
限
い
平
山
撃
に
つ
き
ま
し
て
も
4
3
0
0
半

を
愛
す
る
筑
持
ふ
り
も
義
わ
れ
た
よ
う
で
…
る
D

九
米
町
内
仏
大
な
告
白
広
間
怖
を
張
縫
い
た

す
ω

ぬ
子
供
を
滋
・

5h関
す
る
ニ
と
で
出
品
問
j
i
l
l
j
o
!
?
l
j
A

ま
た
弘
防
総
感
覚
を
曲
線
か
に
す
る
と
い
童
に
政
相
械
を
感
ヒ
事
せ
る
よ
う
ト
諸
山

長

患

で

与

え

い

っ

ぱ

い

裁

は

さ

け

る

。

一

〈

臨

時

ω
窃

逐

約

は

大

成

功

で

し

た

。

。

子

供

に

思

い

や

り

を

1

吋

d
N
W
思
問
、
議
録
溺
v
f

(
向
齢
制
崩
小
学
校
内
し
お
り
か
匂
)
吋
同
畿
縄
蝿
諺

河
川
越
語
河
川

"
n
u
u
E同
州
舗
縛
汁

M"慢
伐

採

れ

dv弘
時
島
闘
儲
鶴
鞠

し
ま
せ
て
く
れ
る
と
終
に
、
絡
好
的
お
九

花
園
出
吋
援
に
な
る
こ
と
ぜ
し
よ
う
@
日
ふ
き
ん
・
ま
な
板
は

知
繍
甜
闘
の
樹
桝

ん山
則
合
所
で
最
も
綴
摘
が
談
時
隅
し
や
す

向
い
持
続
は
ふ
き
ん
と
ま
な
桜
と
い
わ

外

れ

ま

す

@

川
よ
く
捻
っ
た
つ
も
り
で
ゑ
妄
に

付
取
り
除
怖
く
の
は
な
ず
か
し
い
も
の
で

れ

ず

。

-一え制

ふ

え

言

語

警

煮

沸

後

蛾
滋
コ
て
い
る
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
制

綿
密
が
絵
師
執
し
や
す
く
な
り
ま
す
a
本

や
決
済
で
洗
っ
て
も
{
需
乾
燥
き
せ

PそのfOlJめ内訳

留水滋家事選

お
母
さ
ま
ガ
へ
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閥
的
和
的
年
間
関
勢
約
査
に
よ
る
と
、
当

術
的
時
総
以
上
就
縁
者
数
u
H
3
1
6
6
6

5
人
い
季
す
匂
こ
れ
合
綴
縁
取
に
み
令

と
、
第
一
次
産
緩
急
3
4
3
人
、
へ
7
・

4
w
d
可
線
二
次
広
縁
9
7
7
0
人
J
鈎

.
7
%
)
、
第
一
一
…
次
談
業
1
9
6
9
2
人

(
的
、
9
%
「
ー
と
な
り
ま
す
a
間
哨
制
判
M
W
年

国
潟
で
は
司
然
二
仇
鼎
棚
掛
端

u
・
8
%
、

鵠
剤
一
一
次
産
業
M
・
3
%
、
駒
市
一
一
一
次
産
業

m
a
9
%
だ
っ
た
の
に
比
べ
第
二
次
綴

ー
ま
す
の
で
、
ニ
的
広
場
者
全
知
制
約
に

利
問
m
T
怒
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